
5
May

● 役場本庁内の課の位置などが変更 
● 10月から個人住民税の年金天引き開始 
● 個人住民税の前納報奨金制度廃止に伴う 
　 期別納付への変更 
● 結核・肺がん検診と特定健診の案内 
● 平成21年度当初予算の概要 

5月号の 
主な内容 

〈平成21年4月1日現在〉 

●人口 20,300 人 （前月比＋21人） 
　　男： 9,740 人 
　　女： 10,560 人 

●世帯数 7,017世帯 （前月比＋26世帯） 

讃岐まんのう太鼓保存会・讃岐かりん太鼓合同演奏会 
3.22 町民文化ホールにて 

2 0 0 9  vol .38

まちの 
動き 

●この広報誌の内容は、ホームページでもご覧いただけます。 まんのう町 
携帯版ホームページは、 
こちらのQRコードから⇒ 
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4月から役場本庁内の課の位置などが変わっています 4月から役場本庁内の課の位置などが変わっています 
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住民生活課【�73－0101】 

旧環境保全課の一部業務 

環境保全、狂犬病予防、犬の登録、野犬捕獲、公害、 
廃棄物処理施策、未給水地区の調査、環境衛生諸団体、 
環境衛生 
 
合併処理浄化槽 
 
し尿処理、ごみ処理、分別収集、墓地や斎場の管理運営、 
葬祭業務、環境衛生施設などの管理運営、清掃と環境美化 

旧住民課の業務 

住民基本台帳、外国人登録、印鑑登録、埋火葬許可事務、 
戸籍、身分証明書その他証明など 

産業経済課【�73－0105】 
旧農林課の業務 

健康増進課【�73－0125・0126】 
「健康生きがい施設対策室」が福祉保険課から移管 

建設課【�73－0107】 
旧環境保全課の一部業務（下水道、農業集落 
排水事業）が移管 

農林水産業の振興と補助事業、農業諸団体の指導と育成、農業振興地域の整備、主要食糧、
畜産振興事業、農林水産融資、鳥獣保護と有害鳥獣駆除、病害虫の防除と畜産保健衛生、森
林整備事業、森林整備計画と森林施業計画、農林施設の管理運営 
 
農業委員会、農地法、農業経営の合理化、農業経営基盤強化促進法の運用、農業者年金、農
業後継者の育成 

旧商工観光課の業務 
商工業と中小企業振興、商工団体、雇用と労働、消費者行政、企業誘致、度量衡など 
 
イベント、観光事業、公の施設の管理、公園の管理 

教育委員会【�73－0108】 
学校教育課内に「満濃中学校改築対策室」が 
新設 

役
場
本
庁
内
の
課
の
位
置
な
ど
が
変
更
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公
的
年
金
な
ど
を
受
給
し
て
い
る
方
の
う

ち
、
一
定
要
件
を
満
た
す
場
合
、
公
的
年
金

な
ど
に
係
る
個
人
住
民
税
が
今
年
の
10
月
か

ら
天
引
き
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

今
回
の
制
度
に
よ
り
新
た
な
税
負
担
が
生

じ
る
こ
と
は
な
く
、
単
に
納
税
方
法
を
変
更

す
る
だ
け
の
も
の
で
す
。

対
象
者
は
？

　

４
月
１
日
現
在
65
歳
以
上
の
公
的
年
金
な

ど
の
受
給
者
で
、
前
年
中
の
年
金
所
得
に
係

る
個
人
住
民
税
の
納
税
義
務
の
あ
る
方
で
す
。

　

た
だ
し
、
介
護
保
険
料
が
年
金
か
ら
天
引

き
さ
れ
て
い
な
い
方
や
、
当
該
年
度
の
年
金

天
引
き
額
が
公
的
年
金
な
ど
の
額
を
超
え
る

方
な
ど
は
対
象
外
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
住
民
税
の
課
税
対
象
と
な
ら
な
い

障
害
年
金
や
遺
族
年
金
か
ら
介
護
保
険
料
が

天
引
き
さ
れ
て
い
る
方
は
、
個
人
住
民
税
に

つ
い
て
は
自
分
で
納
め
て
い
た
だ
く
よ
う
に

な
り
ま
す
。

10
月
ま
で
は
税
金
を
納
め
な
く
て

も
い
い
の
？

　

公
的
年
金
な
ど
に
係
る
個
人
住
民
税
額
（
年

間
分
）
の
４
分
の
１
額
を
、
６
、８
月
の
そ
れ

ぞ
れ
に
自
分
で
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。
納

め
方
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
口
座
振
替
か
納

付
書
で
の
納
付
に
な
り
ま
す
。

10
月
か
ら
は
、
年
金
か
ら
い
く
ら

天
引
き
さ
れ
る
の
？

　

10
、
12
、
２
月
の
年
金
か
ら
、
公
的
年
金

な
ど
に
係
る
個
人
住
民
税
額
（
年
間
分
）
の

６
分
の
１
額
が
、
そ
れ
ぞ
れ
天
引
き
さ
れ
ま

す
。

　

た
だ
し
、
年
度
途
中
で
個
人
住
民
税
額
が

変
更
に
な
っ
た
場
合
な
ど
に
は
、
年
金
か
ら

の
天
引
き
が
中
止
さ
れ
、
自
分
で
納
め
て
い

た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。
再
び
年
金
か
ら

の
天
引
き
が
行
わ
れ
る
の
は
翌
年
度
10
月
の

年
金
支
給
分
か
ら
と
な
り
ま
す
。

年
金
以
外
に
給
与
所
得
な
ど
が
あ

る
場
合
は
？

　

年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
る
の
は
、
あ
く
ま

で
前
年
中
の
年
金
所
得
に
係
る
個
人
住
民
税

額
分
の
み
と
な
り
ま
す
の
で
、
例
え
ば
給
与

所
得
や
不
動
産
所
得
な
ど
の
ほ
か
の
所
得
に

係
る
個
人
住
民
税
額
分
に
つ
い
て
は
別
途
納

め
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

ま
ん
の
う
町
税
務
課

　

薀
（
７
３
）
０
１
０
４

個
人
住
民
税
の
納
付
を
口
座
振
替
（
全

期
前
納
）
で
登
録
さ
れ
て
い
る
皆
さ

ま
へ

　

広
報
ま
ん
の
う
２
月
号
（
４
ペ
ー
ジ
参
照
）

で
ご
紹
介
し
た
よ
う
に
、
平
成
21
年
度
か
ら

個
人
住
民
税
の
「
前
納
報
奨
金
制
度
」
が
廃

止
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
現
在
、
個
人
住
民
税
の
納

付
を
口
座
振
替
で
全
期
前
納
を
す
る
よ
う
に

登
録
さ
れ
て
い
る
場
合
、
平
成
21
年
度
分
か

ら
は
、
期
別
で
口
座
振
替
さ
れ
る
よ
う
に
変

更
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
ど
お
り
６
月
に
、
年
間
の
個
人

住
民
税
額
す
べ
て
を
口
座
振
替
で
納
付
し
た

い
方
は
、
税
務
課
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

ま
ん
の
う
町
税
務
課　

薀
（
７
３
）
０
１
０
４

個
人
住
民
税
・
社
福
協
の
移
転

チャリティーバザーの収益金を寄付

　このたび、身体障がい者福祉施設など4団
体（かりん園、コスモスの家、ねむ工房、ふ
じみ園）に長尾会館から寄付金が贈られまし
た。これは、以前から課題となっていた「同
じ社会福祉施設である隣保館と社会福祉協議
会との連携」への一歩として、人権啓発の視
点から地域福祉へ貢献しようと、3月20日に
開催された「第３回まんのう健康・福祉まつ
り」で出店し、そのときの収益金を充てたも
のです。
　ご来店いただいた皆さま、ボランティア団
体「ふるさと緑化クラブ」の皆さま、本当に
ありがとうございました。

今
年
10
月
の
年
金
支
給
分
か
ら
個
人
住
民
税
が
天
引
き
さ
れ
ま
す

かりん園（左） コスモスの家（左）

ねむ工房（左） ふじみ園（左）

　まんのう町社会福祉協議会は、6月29日から町仲南支所で業
務を開始します。
　本所（満濃農改センター内）と同会仲南支所を統合し、同会
琴南支所は存続します。
　6月27、28日に事務所の移転作業を行います。移転後の事業
と活動内容は、『広報まんのう6月号』と一緒に配布される同会
広報誌『福祉だより　まんのう』をご覧ください。

【問い合わせ先】
　まんのう町社会福祉協議会事務局　薀（73）3313

社福協の移転、町仲南支所へ
6月29日から執務
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満
額
受
給
に
は
40
年
必
要

　
「
老
齢
基
礎
年
金
」
は
、
20
歳
か
ら
60
歳
に

な
る
ま
で
40
年
間
保
険
料
を
納
付
し
な
け
れ

ば
、
満
額
の
年
金
（
平
成
21
年
度
で
あ
れ
ば
、

年
額
79
万
２
、１
０
０
円
）
を
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
保
険
料
の
納
付

済
期
間
が
30
年
間
の
場
合
は
、
満
額
の
４
分

の
３
の
年
金
額
と
な
り
ま
す
。

満
額
の
年
金
に
近
づ
け
る
方
法
が
あ

り
ま
す

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
な
ど
に
よ

り
、
保
険
料
の
納
付
済
期
間
が
40
年
間
に
満

た
な
い
場
合
は
、
60
歳
か
ら
65
歳
に
な
る
ま

で
の
間
に
国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
て
、
満

額
の
年
金
に
近
づ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
厚
生
年
金
保
険
（
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
な
ど
）、
共
済
組
合
（
公
務
員
な
ど
）
の
被

保
険
者
（
第
二
号
被
保
険
者
）
や
老
齢
基
礎

年
金
を
繰
り
上
げ
請
求
し
た
場
合
は
、
任
意

加
入
は
で
き
ま
せ
ん
。

受
給
要
件
に
あ
と
一
歩
の
方
も
大
丈

夫
　

老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
す
る
た
め
に
は
、

保
険
料
の
納
付
済
期
間
や
保
険
料
の
免
除
期

間
な
ど
が
25
年
以
上
必
要
で
す
が
、
こ
の
要

件
を
満
た
し
て
い
な
い
場
合
は
70
歳
に
な
る

ま
で
任
意
加
入
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
昭
和

40
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
に
限
ら

れ
ま
す
。

任
意
加
入
は
口
座
振
替
で
納
付

　

任
意
加
入
被
保
険
者
が
本
人
の
年
金
受
給

権
な
ど
を
確
保
す
る
に
は
、
月
々
の
保
険
料

を
確
実
に
納
付
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
た
め
、
本
人
の
納
め
忘
れ
を
防
止
す
る
観

点
か
ら
、
現
金
納
付
に
比
べ
て
確
実
な
納
付

方
法
で
あ
る
口
座
振
替
が
納
付
方
法
の
原
則

と
な
り
ま
す
。

資
格
取
得
の
申
し
出
の
際
に
確
認
し

ま
す

　

任
意
加
入
被
保
険
者
の
資
格
取
得
の
申
し

出
を
行
う
方
に
は
、
①
口
座
振
替
納
付
を
希

望
す
る
旨
の
申
出
書
ま
た
は
②
口
座
振
替
納

付
に
よ
ら
な
い
正
当
な
事
由
が
あ
る
場
合
と

し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
合
に
該
当

す
る
旨
の
申
出
書
の
提
出
の
有
無
を
確
認
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
提
出
さ
れ
て
い
な
い
と
き
は
、
申

し
出
を
行
っ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
申
し
出
が

あ
っ
た
と
き
に
、
被
保
険
者
資
格
を
取
得
す

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
平
成
20
年
４
月
１
日
前
に
任
意

加
入
被
保
険
者
の
資
格
を
有
し
て
い
る
方
は

対
象
外
で
す
。

任
意
加
入
の
手
続
き
は
、
お
近
く
の

役
所
で

　

国
民
年
金
の
任
意
加
入
は
、
ご
本
人
が
お

住
ま
い
の
市
役
所
ま
た
は
町
役
場
の
国
民
年

金
担
当
窓
口
へ
、
加
入
申
出
書
に
年
金
手
帳

を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

香
川
社
会
保
険
事
務
局
善
通
寺
事
務
所

国
民
年
金
課　

薀
（
６
２
）
１
６
６
０

国
民
年
金
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
へ
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

年
金
受
給
額
を
増
や
し
ま
せ
ん
か

　財団法人自治総合センターからのコミュニティ活
動に対する助成金で、佐文、宮田、山脇自治会が獅子
頭や獅子油単、太鼓など＝写真＝を購入しました。 
　同センターは、宝くじの普及広報事業費として受
け入れる受託事業収入
を財源として、コミュ
ニティの健全な発展を
図るとともに宝くじの
普及広報事業を行って
います。 

佐文自治会 

山脇自治会 

宮田自治会 

平成20年度 明るい選挙 
啓発ポスター入選者 
※学校や学年は入選当時のもの（敬称略） 

満濃南小学校６年　千葉寿和美 満濃中学校３年　香川篤志 
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検
診
（
結
核
・
肺
が
ん
）・
特
定
健
診

　健康診査を受ける際には、下表をご参照の上、忘れ物がないように注意しましょう。
　特に、特定健康診査は、「受診券」を忘れたら受診できません。
　なお、結核・肺がん検診は40歳以上の方であれば、保険種別に関係なく受診可能です。65歳以上で「介護予防の
ための生活機能評価判定報告書」が送付されている方は、特定健康診査を受診の際にご持参ください。

年　齢 保険種別など

受　　診　　方　　法

集団健診 町内指定医療機関 人間ドック

5、6月実施 6月実施 5月～平成22年1月実施

19～39 関係なし

受診票を持参。
　※ 申込書で受診希望された方

には、受診票を郵送済み。
対　象　外 対　象　外

自己負担金：無料

40～74

まんのう町
国民健康保険

町発行の受診券、質問票、被保険者証を持参。
　※受診券は、町から各被保険者あてに郵送済み。

自己負担金：無料 自己負担金：1,000円 自己負担金：10,000円

国
民
健
康
保
険
以
外

本　　人
各保険者の指定医療機関で受診。
　※町の特定健康診査や人間ドックは受診できません。

被扶養者

各保険者発行の受診券と被保険者証を持参。

自己負担金：
各保険者の設定額

自己負担金：
各保険者の設定額

自己負担金：10,000円

75以上 後期高齢者医療保険
町発行の受診券、質問票、被保険者証を持参。
　※受診券は、町から各被保険者あてに郵送済み。

自己負担金：無料 自己負担金：無料 自己負担金：10,000円

※太枠内が、特定健康診査。

特定健康診査と同時にＢ・Ｃ型肝炎検査や前立腺がん検診が受けられます
■対象者
　①40歳以上で今までにＢ・Ｃ型肝炎検査を受けていなくて今回希望される方
　②50歳以上の男性で前立腺がん検診を希望される方
■申し込み方法
　特定健康診査の会場（集団健診・町内指定医療機関・人間ドック）で申し出てください。
■自己負担金
　無料
■その他
　保険種別に関係なし。

5月から結核・肺がん検診と特定健康診査が始まります
【問い合わせ先】健康増進課　薀（73）0126

地上デジタル放送の準備はお済みですか？ 
2011（平成23）年にアナログ放送が終了します。 
自宅のテレビを見ているときに、画面右上に「アナログ」の文字がある場合は要注意。 
そのような場合、地上デジタル放送が受信できる環境に移行していただく必要があります。 
総務省香川県テレビ受信者支援センターでは、6月中に、まんのう町で地上デジタル放送 
についての説明会を行います。 
詳しい日程や会場については、追ってお知らせします。 

地上デジタル放送に関するお問い合わせは、 
総務省　地デジコールセンター 
�０５７０－０７－０１０１または０３－４３３４－１１１１へ 
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検
診
（
結
核
・
肺
が
ん
）・
特
定
健
診
の
実
施
日
程
表

■満濃地区
月　日 受付時間 地区 対　象　自　治　会 場　所 備　考

5月7日（木）

9:30～11:30

長　
　

炭

種子・広袖・山の神・大井手・大谷川 上種子集会所

13:30～15:00 江畑・塩田・平野・間藤 平野集会所

5月8日（金）

9:30～11:30 大向・常包・金剛院

なごみ館

13:00～15:00 片岡・林ノ下・樫林・天神・平山 歯科検診あり

5月11日（月）

9:30～11:30

吉　

野

旭東・野津郷

満濃保健

センタ－
13:00～15:00

宮東・鐘場・中大宮・北原・光元・場正・

桶樋・高屋原・五毛
歯科検診あり

5月12日（火）

9:30～11:30 木ノ崎・中村・八幡

13:30～15:00

神　

野

池下・上真野・吉井・下所

勤労青少年

ホ－ム　　
5月14日（木）

9:30～11:30
山下・城力・岸・薬師堂・寺下・西村・

道渕・椿谷

13:00～15:00
松の上・久保川北・久保の宮東・額原・

涌井・五條涌井・川添
歯科検診あり

5月15日（金）

9:30～11:30

高　

篠

辻・天神・中所・宮東・宮西・羽間下

高篠ふれあい

センタ－　　
13:00～15:00 上田井・長田・上分・仲分・池田・下分 歯科検診あり

5月18日（月）

9:30～11:30 公文

13:30～15:00
長　

炭

浦山・無頭・王地・上の宮・田渕・佐岡・

大原・寺の前・東峠・高橋住宅・北山・

町代・蔵の前

かりん温泉

5月19日（火） 9:30～11:30

四　

條

西田井・杉ノ上・生稲

満濃農改

センタ－

5月21日（木）

9:30～11:30 福家・秀石・鰌池・川滝・林

13:00～15:00 羽間上・天皇・新道 歯科検診あり

17:00～19:00
町
内
全
域
どなたでも受診可能です。 夜間

5月22日（金） 9:30～11:30 四
條 大橋・本村

5月24日（日）

9:30～11:30 町
内
全
域
どなたでも受診可能です。

歯科検診あり

13:00～15:00

平成21年度　結核・肺がん検診、特定健康診査実施日程表
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検
診
（
結
核
・
肺
が
ん
）・
特
定
健
診
の
実
施
日
程
表

■仲南地区
月　日 受付時間 対　象　自　治　会 場　所 備　考

5月25日（月）
9:30～11:30

小池・福良見・照井・帆山 帆山公民館
13:00～15:00

5月26日（火）
9:30～11:30

塩入・春日・久保・本目 春日公民館
13:00～15:00

5月28日（木）
9:30～11:30

大口・新目・山脇・追上 新目小国会館
13:00～15:00

5月29日（金）
9:30～11:30

追上・宮田・買田 宮田公民館
13:00～15:00

6月1日（月）

9:30～11:30 佐文 佐文公民館

13:00～15:00
後山・大口・生間
どなたでも受診可能です。 仲南農改

センタ－
17:00～19:00 どなたでも受診可能です。 夜間

■琴南地区
月　日 受付時間 対　象　自　治　会 場　所 備　考

6月4日（木）

9:30～11:00
※ 受付終了時間が早
くなっていますの
で、ご注意くださ
い。

川奥上・川奥中・中野・株切・沖野・横畑・
三角

川奥集会所 歯科検診あり

6月5日（金）

9:30～11:30 中熊上・林・仲野・堀田・雨島

琴南総合
センター

13:00～15:00 明神・中熊下・奈良の木・名頃下 歯科検診あり

17:00～19:00 どなたでも受診可能です。 夜間

6月8日（月）
9:30～11:30 八峯・家六・谷所・長谷・前の川

13:00～15:00 勝浦本村・下福家・真鈴・名頃上 歯科検診あり

6月9日（火）

9:30～11:30 皆野・焼尾・淵野・川東下・川東上
琴南公民館

13:00～15:00 新生下・新生上・中通本村・野口下・野口上 歯科検診あり

※ 夜間希望の方は、琴南総合センター（6月5日実施）または琴南農改センター（6月10日実施）で
受診してください。

6月10日（水）

9:30～11:30
備中地・岡の峯・荒神上・荒神下・天川・梅
の木

琴南農改
センター

歯科検診あり

13:00～15:00 更生・梶洲東・梶洲西・木の下・城山

17:00～19:00 どなたでも受診可能です。 夜間

6月11日（木）

9:30～11:30
錦町・仲空・上所・下所・旭風会・共栄会・
城山ハイツ・風の丘

13:00～15:00
三本松上・三本松下・盛上・盛下・中央・旭町・
栄町・さくら

歯科検診あり
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一
般
会
計
の
総
額
は
、
対
前
年
度
１
億

８
、２
４
０
万
円
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
長
寿
医
療
制

度
（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）
に
係
る
香
川

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
へ
の
負
担
金

（
３
、６
９
７
万
５
千
円
増
）
や
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
繰
出
金
（
１
億
２
、０
５
４
万
２
千

円
増
）、
介
護
保
険
特
別
会
計
繰
出
金

（
３
、
７
０
５
万
１
千
円
増
）、
満
濃
池
周
辺

整
備
工
事
費
（
５
、
４
５
５
万
円
増
）
の

増
額
、
健
康
生
き
が
い
施
設
運
営
事
業
費

（
４
、７
８
５
万
４
千
円
）
や
か
り
ん
温
泉
の

施
設
改
修
工
事
費
（
６
、０
０
０
万
円
）
な
ど

の
新
規
計
上
が
あ
っ
た
も
の
の
、
都
市
公
園

整
備
事
業
（
か
り
ん
の
丘
公
園
の
整
備
）
や

小
学
校
施
設
整
備
事
業
（
長
炭
小
学
校
の
耐

震
・
大
規
模
改
修
）
な
ど
が
前
年
度
末
で
完

了
し
、
さ
ら
に
一
般
事
務
経
費
な
ど
を
削
減

し
た
た
め
で
す
。

　

特
別
会
計
の
総
額
は
、
対
前
年
度
３
億

５
、４
６
９
万
２
千
円
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

増
額
の
主
な
要
因
と
し
て
は
、
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
（
事
業
勘
定
）
に
お
い
て
制
度

の
改
正
が
あ
っ
た
こ
と
と
、
医
療
給
付
費
が

増
額
と
な
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

老
人
保
健
特
別
会
計
は
「
老
人
保
健
制
度
」

が
平
成
20
年
４
月
か
ら
長
寿
医
療
制
度
へ
移

行
し
た
た
め
、
平
成
21
年
度
は
主
に
医
療
費

精
算
分
の
支
払
い
事
務
な
ど
に
係
る
経
費
を

計
上
し
て
い
ま
す
。

歳
入
予
算
の
特
徴

　

昨
年
来
の
景
気
後
退
に
よ
る
税
収
の
落
ち

込
み
が
顕
著
に
表
れ
て
い
ま
す
。
地
方
交
付

税
に
つ
い
て
は
、
若
干
減
少
し
て
い
ま
す
が
、

臨
時
財
政
対
策
債
と
合
わ
せ
る
と
、
対
前
年

度
１
億
１
８
０
万
円
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
主
に
国
の
「
生
活
防
衛
の
た
め
の

緊
急
対
策
」
に
基
づ
く
加
算
に
よ
る
も
の
で

す
。

　

前
年
度
と
同
様
に
地
方
債
繰
上
償
還
の
財

源
と
し
て
減
債
基
金
繰
入
金
２
、６
０
０
万
円

を
計
上
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
収
支
不
足
分

に
つ
い
て
の
財
源
対
策
と
し
て
前
年
度
同
様
、

財
政
調
整
基
金
繰
入
金
２
億
６
、６
０
０
万
円

（
３
、４
０
０
万
円
減
）
と
繰
越
金
２
億
円
（
前

年
度
と
同
額
）
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

一
般
会
計

一
般
会
計
と
特
別
会
計
を
合
わ
せ
る
と
、約
2
億
円
の
増
額

平
成
21
年
度
当
初
予
算

（単位：千円、％）

款　　　名 予算額 構成比 増減額
町 税 1,856,313 21.2 △ 43,353

地 方 譲 与 税 144,713 1.7 △ 4,934

利 子 割 交 付 金 19,828 0.2 △ 1,372

配 当 割 交 付 金 3,072 0.0 △ 10,494

株式等譲渡所得交付金 1,233 0.0 △ 5,726

地 方 消 費 税 交 付 金 152,875 1.7 △ 15,283

ゴルフ場利用税交付金 58,129 0.7 2,680

自 動 車 取 得 税 交 付 金 53,928 0.6 △ 16,993

地 方 特 例 交 付 金 17,200 0.2 4,100

地 方 交 付 税 3,545,000 40.5 △ 56,200

交通安全対策特別交付金 4,500 0.1 △ 300

分 担 金 お よ び 負 担 金 130,041 1.5 854

使 用 料 お よ び 手 数 料 118,070 1.3 △ 11,471

国 庫 支 出 金 369,519 4.2 35,220

県 支 出 金 630,829 7.2 △ 101,767

財 産 収 入 89,779 1.0 30,483

寄 附 金 101 0.0 100

繰 入 金 299,102 3.4 △ 31,350

繰 越 金 200,000 2.3 0

諸 収 入 182,768 2.1 21,906

町 債 884,000 10.1 21,500

合　　　　　計 8,761,000 100.0 △ 182,400

（単位：千円、％）

款　　名 予算額 構成比 増減額

議 会 費 144,637 1.7 2,376

総 務 費 1,245,535 14.2 △ 56,468

民 生 費 2,426,908 27.7 197,084

衛 生 費 876,610 10.0 65,350

労 働 費 3,311 0.0 △ 392

農 林 水 産 費 859,782 9.8 55,410

商 工 費 127,091 1.5 34,740

土 木 費 520,273 5.9 △ 150,036

消 防 費 479,647 5.5 △ 35,908

教 育 費 990,996 11.3 △ 259,041

災 害 復 旧 費 5 0.0 0

公 債 費 1,052,069 12.0 △ 37,232

諸 支 出 金 29,136 0.3 1,717

予 備 費 5,000 0.1 0

合　　　計 8,761,000 100.0 △ 182,400

一般会計歳入予算の内訳

一般会計歳出予算の目的別内訳
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歳
出
予
算
の
特
徴

　

増
減
の
主
な
要
因
は
、
総
務
費
で
光
ケ
ー

ブ
ル
の
情
報
通
信
関
係
事
業
の
完
了
に
よ

る
５
、
６
４
６
万
８
千
円
の
減
額
、
民
生
費

で
長
寿
医
療
制
度
の
移
行
に
伴
う
拠
出
金
な

ど
に
伴
う
１
億
９
、
７
０
８
万
４
千
円
の
増

額
、
土
木
費
で
都
市
公
園
整
備
事
業
の
完
了

な
ど
に
よ
る
１
億
５
、
０
０
３
万
６
千
円
の

減
額
、
教
育
費
で
小
学
校
施
設
整
備
事
業
の

完
了
に
よ
る
２
億
５
、９
０
４
万
１
千
円
の
減

額
、
衛
生
費
で
健
康
生
き
が
い
施
設
整
備
事

業
な
ど
の
追
加
に
よ
り
６
、５
３
５
万
円
の
増

額
、
公
債
費
で
長
期
償
還
元
金
な
ど
に
伴
う

３
、７
２
３
万
２
千
円
の
減
額
な
ど
に
よ
る
も

の
で
す
。

【
目
的
別
に
見
る
と
】

■
総
務
費

　

ま
ん
の
う
町
地
域
公
共
交
通
協
議
会
負
担

金
が
対
前
年
度
２
、６
０
０
万
円
増
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
今
年
の
秋
ご
ろ
か
ら
デ

マ
ン
ド
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
の
実
証
運
行
を

す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

■
農
林
水
産
業
費

　

国
営
農
地
防
災
事
業
に
係
る
負
担
金
の
繰

上
償
還
と
し
て
、
９
、６
７
０
万
円
を
新
規
計

上
し
て
い
ま
す
。

■
商
工
費

　

商
品
券
発
行
事
業
費
が
対
前
年
度
４
、３
７

４
万
６
千
円
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

新
規
事
業
（
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
事
業
）

を
含
め
て
の
事
務
量
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ

る
も
の
で
す
。

■
土
木
費

　

地
域
活
力
基
盤
創
造
交
付
金
事
業
と
し
て
、

町
道
帆
山
本
目
線
改
良
事
業
費
と
町
道
造
田

六
地
蔵
線
改
良
事
業
費
で
３
、９
１
６
万
６
千

円
を
新
規
計
上
し
て
い
ま
す
。

■
教
育
費

　

満
濃
中
学
校
改
築
工
事
基
本
構
想
委
託
料

と
し
て
３
、０
０
０
万
円
を
新
規
計
上
し
て
い

ま
す
。

　

小
学
校
に
係
る
施
設
管
理
運
営
の
経

費
で
あ
る
「
学
校
管
理
費
」
で
対
前
年
度

１
、０
９
７
万
円
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

に
は
、廃
校
と
な
っ
た
４
施
設
（
旧
琴
南
東
小
、

旧
仲
南
東
小
、
旧
仲
南
西
小
、
旧
仲
南
北
小
）

の
維
持
管
理
経
費
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

【
性
質
別
に
見
る
と
】

　

法
令
な
ど
に
よ
り
そ
の
支
出
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
る
「
義
務
的
経
費
」
の
う
ち
、
人
件

費
に
つ
い
て
は
、
投
資
的
経
費
に
含
ま
れ
る

普
通
建
設
事
業
費
に
係
る
職
員
（
事
業
費
支

弁
職
員
）
の
人
件
費
と
合
わ
せ
る
と
、
対
前

年
度
約
２
、１
０
０
万
円
の
削
減
が
図
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
団
塊
世
代
の
退
職
な
ど

に
よ
る
も
の
で
す
。

　
「
扶
助
費
」
の
増
額
に
つ
い
て
は
、
主
に
、
障

害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
に
係
る
扶
助
費
の
増
加
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
「
公
債
費
」
の
減
額
に
つ
い
て
は
、
前
年
度

に
高
金
利
の
地
方
債
を
繰
上
償
還
し
た
こ
と

な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

特
別
会
計
・
水
道
事
業
会
計

（単位：千円、％）

区　　　分 予算額 構成比 増減額

義務的
経　費

人 件 費 1,948,339 22.2 △ 25,438

扶 助 費 781,941 9.0 32,519

公 債 費 1,052,069 12.0 △ 37,232

小　　計 3,782,349 43.2 △ 30,151

投資的
経　費

普通建設事業費 1,057,974 12.1 △ 268,926

災害復旧事業費 5 0.0 0

失業対策事業費 0 0.0 0

小　　計 1,057,979 12.1 △ 268,926

その他
の経費

物 件 費 1,340,755 15.3 △ 44,649

維 持 補 修 費 116,966 1.3 25,780

補 助 費 な ど 1,440,181 16.4 3,597

積 立 金 21,249 0.2 1,866

投資および出資金 0 0.0 △ 1,400

貸 付 金 14,900 0.2 2,400

繰 出 金 981,621 11.2 129,083

予 備 費 5,000 0.1 0

小　　計 3,920,672 44.7 116,677

合　　　　　計 8,761,000 100.0 △ 182,400

（単位：千円）

予算額 増減額

国 民 健 康 保 険 2,527,200 376,000

老 人 保 健 34,682 △ 286,471

後 期 高 齢 者 医 療 260,000 △ 22,757

介 護 保 険 2,211,400 345,300

診 療 所 96,400 2,200

簡 易 水 道 261,800 800

下 水 道 223,100 △ 16,900

農 業 集 落 排 水 30,300 △ 2,680

浄化槽整備推進事業 67,100 △ 40,800

合　　　　　計 5,711,982 354,692

（単位：千円）

予算額 増減額

収 益 的 収 入 242,771 4,567

収 益 的 支 出 235,031 4,986

資 本 的 収 入 307,123 146,387

資 本 的 支 出 476,089 222,236

※概要については、11ページを参照。

一般会計歳出予算の性質別内訳

特別会計

水道事業会計
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【
原
案
可
決
】

ま
ん
の
う
町
課
設
置
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

　

２
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

ま
ん
の
う
町
環
境
基
本
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

　

環
境
保
全
課
が
住
民
課
と
統
合
す
る
こ
と

に
伴
い
、
環
境
審
議
会
の
庶
務
は
住
民
生
活

課
で
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
ん
の
う
町
職
員
の
勤
務
時
間
、
休

暇
等
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

　

国
の
人
事
院
勧
告
に
そ
っ
て
、
４
月
１
日

か
ら
職
員
の
休
憩
時
間
を
正
午
か
ら
午
後
１

時
ま
で
と
し
ま
し
た
。

ま
ん
の
う
町
手
数
料
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

　

写
真
付
き
の
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
交

付
ま
た
は
再
交
付
に
係
る
手
数
料
が
、
平
成

21
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
23
年
３
月
31
日
ま

で
の
間
は
、
無
料
と
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
詳
し
く
は
、
広
報
ま
ん
の
う
４
月
号
８

ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

ま
ん
の
う
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

　

介
護
保
険
報
酬
の
改
定
な
ど
に
よ
り
、
介

護
保
険
第
一
号
被
保
険
者
の
保
険
料
基
準
額

が
年
額
５
万
９
、６
０
０
円
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
21
年
度
か
ら
平
成
23
年
度
ま
で
の
間
、

介
護
保
険
料
の
段
階
を
６
か
ら
７
に
し
、
介

護
保
険
料
の
額
の
軽
減
を
図
る
措
置
を
講
じ

て
い
ま
す
。

ま
ん
の
う
町
介
護
従
事
者
処
遇
改
善

臨
時
特
例
基
金
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
　

介
護
保
険
報
酬
の
改
定
に
伴
い
、
介
護
保

険
料
が
上
昇
す
る
の
を
抑
制
す
る
た
め
に
、

介
護
従
事
者
処
遇
改
善
臨
時
特
例
交
付
金
が

平
成
20
年
度
に
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
交

付
金
を
適
正
に
管
理
運
営
す
る
た
め
に
右
記

基
金
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ん
の
う
町
都
市
公
園
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

　

か
り
ん
の
丘
公
園
（
吉
野
４
３
１
４
番
地

１
）
内
に
野
球
場
や
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
、

ト
ラ
イ
ア
ル
ラ
ン
ド
の
有
料
公
園
施
設
を
設

け
た
こ
と
に
伴
い
、
利
用
料
金
な
ど
施
設
の

適
正
な
管
理
運
営
を
行
う
の
に
必
要
な
手
続

き
な
ど
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

ま
ん
の
う
町
か
り
ん
亭
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て緑
地
等
利
用
施
設
か
り
ん
広
場
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

人
づ
く
り
研
修
施
設
か
り
ん
会
館
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

右
記
３
施
設
そ
れ
ぞ
れ
を
指
定
管
理
者
に
よ

る
管
理
が
で
き
る
よ
う
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ん
の
う
町
学
校
給
食
費
徴
収
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

原
材
料
費
の
高
騰
に
よ
り
、
１
食
当
た
り

の
給
食
費
が
、
幼
稚
園
で
２
３
０
円
（
20
円

増
）、
小
学
校
で
２
５
０
円
（
30
円
増
）、
中

学
校
で
２
９
０
円
（
30
円
増
）
に
な
り
ま
し
た
。

字
の
区
域
の
変
更
に
つ
い
て

　

吉
野
字
蛭
田
内
の
一
部
の
土
地
を
吉
野
字

大
堀
に
、
吉
野
字
木
ノ
崎
中
所
、
市
神
、
宮

東
内
の
一
部
の
土
地
を
吉
野
字
上
川
原
添
に
、

吉
野
字
宮
東
内
の
一
部
の
土
地
を
吉
野
字
下

川
原
添
に
、
吉
野
字
上
川
原
添
内
の
一
部
の

土
地
を
吉
野
字
宮
東
に
そ
れ
ぞ
れ
編
入
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
20
年
度
ま
ん
の
う
町
一
般
会
計

補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
２
億
９
、６
６
５
万
４
千
円
を
追
加
し
、
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
が
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
99

億
９
、２
５
７
万
９
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

　

地
方
債
の
限
度
額
を
７
億
７
、９
３
０
万
円

（
３
８
０
万
円
増
）
と
し
、
繰
越
明
許
費
（
地

方
自
治
法
第
２
１
３
条
第
１
項
の
規
定
に
よ

り
翌
年
度
に
繰
り
越
し
て
使
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
経
費
）
と
し
て
８
億
３
５
１
万
円
を

計
上
し
ま
し
た
。

平
成
20
年
度
ま
ん
の
う
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
（
事
業
勘
定
）
補
正

予
算

　

事
業
勘
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
、２
５
９
万
７
千
円
を

減
額
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
が
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
23
億
７
、７
５
１
万
７
千
円
に
な

り
ま
し
た
。

平
成
20
年
度
ま
ん
の
う
町
老
人
保
健

特
別
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
６
、２
２
６
万
８
千
円
を
減
額
し
、
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
が
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

３
億
３
８
６
万
８
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
20
年
度
ま
ん
の
う
町
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
４
、８
４
３
万
６
千
円
を
減
額
し
、
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
が
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

２
億
３
、４
３
２
万
１
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

　

繰
越
明
許
費
と
し
て
２
６
１
万
７
千
円
を

計
上
し
ま
し
た
。

平
成
20
年
度
ま
ん
の
う
町
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
３
、０
７
８
万
５
千
円
を
減
額
し
、
歳

町
議
会
定
例
会

第
１
回
ま
ん
の
う
町
議
会
定
例
会

（
会
期
／
3
月
4
日
〜
3
月
19
日
）
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町
議
会
定
例
会

入
歳
出
予
算
の
総
額
が
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

19
億
５
、０
８
４
万
７
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
20
年
度
ま
ん
の
う
町
診
療
所
特

別
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
２
、
０
３
５
万
９
千
円
を
追
加
し
、
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
が
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

１
億
１
、４
５
５
万
９
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
20
年
度
ま
ん
の
う
町
簡
易
水
道

特
別
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
６
万
円
を
減
額
し
、
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
が
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

２
億
６
、０
３
７
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
20
年
度
ま
ん
の
う
町
下
水
道
特

別
会
計
補
正
予
算

　

繰
越
明
許
費
と
し
て
２
７
０
万
円
を
計
上

し
ま
し
た
。

平
成
20
年
度
ま
ん
の
う
町
浄
化
槽
整

備
推
進
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
１
、
５
７
８
万
円
を
減
額
し
、
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
が
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

９
、２
１
２
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

　

地
方
債
の
限
度
額
を
１
、
４
０
０
万
円

（
６
０
０
万
円
減
）
と
し
ま
し
た
。

平
成
21
年
度
ま
ん
の
う
町

一
般
会
計
予
算

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

老
人
保
健
特
別
会
計
予
算

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

診
療
所
特
別
会
計
予
算

簡
易
水
道
特
別
会
計
予
算

下
水
道
特
別
会
計
予
算

農
業
集
落
排
水
特
別
会
計
予
算

浄
化
槽
整
備
推
進
事
業
特
別
会
計
予

算
　

８
、９
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

平
成
21
年
度
ま
ん
の
う
町
水
道
事
業

会
計
予
算

　

予
算
額
に
つ
い
て
は
、
９
ペ
ー
ジ
を
ご
参

照
く
だ
さ
い
。
資
本
的
収
入
と
資
本
的
支
出

が
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
の
は
、
水
道
水
の

臭
気
除
去
対
策
と
し
て
実
施
す
る
粒
状
活
性

炭
に
よ
る
処
理
施
設
の
整
備
事
業
と
、
自
己

水
源
確
保
た
め
の
照
井
地
区
か
ら
の
送
水
管

敷
設
事
業
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結
に
つ
い

て
（
平
成
19
年
度
ま
ん
の
う
町
音
声

告
知
放
送
シ
ス
テ
ム
整
備
工
事
）

　

株
式
会
社
四
電
工
香
川
支
店
と
の
右
記
工
事

の
契
約
金
額
を
３
億
４
、０
２
５
万
９
、８
５
０

円
に
変
更
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
ん
の
う
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

　

自
己
負
担
割
合
が
１
割
の
方
の
有
効
期
間

が
制
度
改
正
に
よ
り
、
さ
ら
に
１
年
間
延
長

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
右
記
条
例
の
一
部
が

改
正
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
委
員
任
命
の
同
意
に
つ

い
て

　

教
育
委
員
会
委
員
に
三
原
一
夫
氏
を
任
命

す
る
こ
と
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

公
的
資
金
の
繰
上
償
還
に
係
る
要
件

の
緩
和
等
を
求
め
る
意
見
書

　

公
的
資
金
の
繰
上
償
還
に
係
る
補
償
金
制

度
は
、
現
在
の
低
金
利
時
代
に
お
い
て
地
方

公
共
団
体
の
健
全
な
財
政
運
営
の
大
き
な
障

害
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
①
高
利
の
公
的
資

金
に
係
る
地
方
債
の
繰
上
償
還
制
度
に
つ
い

て
は
、
今
後
さ
ら
に
対
象
範
囲
の
拡
大
や
要

件
の
緩
和
を
図
る
な
ど
財
政
の
健
全
性
を
確

保
す
る
こ
と
②
時
限
措
置
と
し
て
実
施
さ
れ

て
い
る
現
行
の
補
償
金
制
度
に
つ
い
て
も
補

償
金
の
廃
止
を
含
め
た
大
幅
な
減
額
措
置
を

講
じ
る
な
ど
制
度
の
改
善
を
図
る
こ
と
③
長

期
低
利
の
良
質
な
地
方
債
資
金
を
安
定
的
に

供
給
す
る
こ
と̶

を
国
に
強
く
要
望
す
る
こ
と

に
決
ま
り
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
個
人
情
報
と

人
権
擁
護
を
求
め
る
意
見
書

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索
会
社
が
提
供
し
て

い
る
街
並
み
画
像
閲
覧
サ
ー
ビ
ス
な
ど
が
地

域
安
全
や
治
安
、
防
犯
、
人
権
擁
護
の
観
点

か
ら
、
住
民
へ
の
深
刻
な
人
権
侵
害
や
差
別

へ
の
活
用
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

住
居
専
用
地
域
の
公
開
の
適
否
に
つ
き
、
国

民
の
意
見
聴
取
の
上
、
事
業
者
に
対
す
る
指

導
を
行
う
こ
と
な
ど
を
国
に
強
く
要
望
す
る

こ
と
に
決
ま
り
ま
し
た
。

「
気
候
保
護
法
」
の
制
定
に
関
す
る
意

見
書

　

気
候
の
安
定
化
の
た
め
に
、
温
室
効
果
ガ

ス
削
減
の
中
長
期
的
削
減
目
標
を
設
定
し
、

そ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
政
策
を
包
括

的
統
合
的
に
導
入
、
策
定
し
、
実
施
し
て
い

く
法
律
の
実
現
を
国
に
要
請
し
ま
し
た
。

【
原
案
否
決
】

家
族
従
事
者
の
人
権
保
障
の
た
め
「
所

得
税
法
第
56
条
の
廃
止
を
求
め
る
意

見
書
」

【
そ
の
他
】

議
会
運
営
委
員
会
委
員
の
補
欠
選
任

に
つ
い
て

　

大
岡
克
三
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ん
の
う
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

　

課
の
統
廃
合
に
よ
り
、
右
記
条
例
の
一
部

が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ん
の
う
町
外
三
ケ
市
町
山
林
組
合

議
会
議
員
の
補
欠
選
挙
に
つ
い
て

　

加
地
禎
氏
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ん
の
う
町
外
三
ケ
市
町
（
七
箇
地

区
）
山
林
組
合
議
会
議
員
の
補
欠
選

挙
に
つ
い
て

　

加
地
禎
氏
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

【
継
続
審
査
】

ま
ん
の
う
町
木
造
住
宅
建
築
奨
励
条

例
の
制
定
に
つ
い
て
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ヘ
ル
ス
ル
ス
メ
イ
ト
イ
ト
へ
の
道
の
道 
ヘ
ル
ス
ル
ス
メ
イ
ト
イ
ト
へ
の
道
の
道 
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
へ
の
道 

2

　

先
月
号
で
は
、
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
（
食
生

活
改
善
推
進
員
）
と
し
て
の
活
動
の
大
半

を
占
め
る
も
の
に
「
地
区
組
織
活
動
」
が
あ

り
、
一
例
で
「
ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
タ
ー
21
事
業
」

を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、「
健
康
日
本
21
」
で
定
め
ら

れ
た
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、
ヘ
ル
ス
サ

ポ
ー
タ
ー
を
育
成
す
る
も
の
で
す
。

目
指
す
は
、「
元
気
ま
ん
ま
ん
」
な

人
の
育
成

　
「
健
康
日
本
21
」
は
、「
21
世
紀
に
お
け
る

国
民
健
康
づ
く
り
運
動
」
の
別
名
で
す
。
こ

の
運
動
は
、
21
世
紀
の
日
本
を
、
み
ん
な
が

健
や
か
で
心
豊
か
に
生
活
で
き
る
活
力
あ
る

社
会
と
す
る
た
め
に
、
壮
年
期
死
亡
の
減
少

や
健
康
寿
命
（
介
護
の
必
要
な
状
態
に
な
ら

な
い
で
生
活
で
き
る
期
間
）
の
延
伸
、
生
活

の
質
の
向
上
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　

そ
れ
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
は
、
科
学
的

根
拠
に
基
づ
い
た
、
取
り
組
む
べ
き
具
体
的

な
目
標
を
設
定
し
、
そ
の
到
達
度
合
い
を
評

価
し
、
そ
の
後
の
健
康
づ
く
り
に
反
映
さ
せ

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
そ
う
い
う
こ
と
を
や
っ
て
き
て

い
な
い
人
も
や
っ
て
き
た
人
に
と
っ
て
も
、

現
在
の
健
康
状
態
を
確
認
す
る
上
で
、「
健
康

診
断
」
は
一
つ
の
目
安
に
な
り
ま
す
。
そ
の

結
果
は
、
自
分
自
身
が
今
ま
で
や
っ
て
き
た

こ
と
の
「
通
信
簿
」
で
す
。

健
康
づ
く
り
に
は
食
事
、
運
動
、

休
養
の
３
要
素
が
基
本

　
「
健
康
日
本
21
」
に
は
、
９
つ
の
分
野
、
す

な
わ
ち
、
栄
養
・
食
生
活
、
身
体
活
動
・
運

動
、
休
養
・
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
、
た
ば
こ
、

ア
ル
コ
ー
ル
、
歯
の
健
康
、
糖
尿
病
、
循
環

器
病
、
が
ん
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
が

設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、
特
に
重
要
と
思
わ
れ
る
の
は

「
栄
養
・
食
生
活
」「
身
体
活
動
・
運
動
」
の

２
分
野
で
す
。

　

例
え
ば
、「
栄
養
・
食
生
活
」
で
は
、
成
人

の
１
日
当
た
り
の
野
菜
の
平
均
摂
取
量
の
増

加
（
目
標
値
は
３
５
０
ｇ
以
上
）
や
、
20
〜

40
歳
代
の
１
日
当
た
り
の
平
均
脂
肪
エ
ネ
ル

ギ
ー
比
率
（
総
摂
取
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
占
め
る

脂
肪
か
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
割
合
）
の
減
少
、

朝
食
の
欠
食
率
の
減
少
、
適
正
体
重
（
Ｂ
Ｍ

Ｉ
が
22
）
を
維
持
し
て
い
る
人
の
割
合
の
増

加
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
Ｂ
Ｍ
Ｉ
と

は
、
や
せ
て
い
る
か
、
太
っ
て
い
る
か
の
判

定
に
使
う
体
格
指
数
の
こ
と
で
、
体
重
（
㎏
）

÷
身
長
（
ｍ
）
÷
身
長
（
ｍ
）
で
算
出
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
「
身
体
活
動
・
運
動
」
で
は
、
日
常
生
活

に
お
け
る
歩
数
の
増
加
（
目
標
値
は
成
人

男
性
９
、２
０
０
歩
、
成
人
女
性
８
、３
０
０

歩
、
高
齢
者
の
場
合
そ
れ
ぞ
れ
６
、
７
０
０

歩
と
５
、９
０
０
歩
）
や
、
運
動
習
慣
者
（
１

回
30
分
以
上
の
運
動
を
、
週
２
回
以
上
実
施

し
、
１
年
以
上
持
続
し
て
い
る
人
）
の
増
加

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
野
菜
を
た
く
さ
ん
食
べ
て
、
よ

く
歩
き
、
睡
眠
を
十
分
と
る
こ
と
が
健
康
づ

く
り
の
基
本
に
な
る
の
で
す
。

　

実
際
は
、
こ
れ
ら
の
目
標
を
参
考
に
し
つ

つ
、
個
人
が
自
ら
の
健
康
状
態
な
ど
に
基
づ

き
、
生
活
上
の
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
て
、
個

別
具
体
的
に
目
標
を
設
定
し
、
健
康
づ
く
り

に
励
ん
で
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

価
値
観
を
共
有
で
き
る
仲
間
を
つ

く
っ
て
い
く
こ
と
が
ヘ
ル
ス
メ
イ

ト
の
役
目

　

こ
の
よ
う
な
「
健
康
日
本
21
」
を
ヘ
ル
ス

メ
イ
ト
が
推
進
し
て
い
く
こ
と
は
、
一
人
で

も
多
く
の
人
た
ち
に
健
康
に
つ
い
て
の
正
し

い
知
識
を
知
っ
て
も
ら
い
、
健
康
は
自
ら
つ

く
る
も
の
で
あ
る
と
の
意
識
を
高
め
、
同
時

に
そ
れ
を
実
行
に
移
す
実
践
力
を
身
に
つ
け

て
も
ら
う
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　

つ
ま
り
、「
健
康
日
本
21
」
の
実
践
者
で
あ

る
「
ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
タ
ー
」
の
育
成
が
ヘ
ル

ス
メ
イ
ト
の
役
割
で
あ
り
、
極
端
な
こ
と
を

言
え
ば
、
地
域
の
人
全
員
を
「
ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー

タ
ー
」
に
す
る
こ
と
が
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
に
課

せ
ら
れ
た
究
極
の
目
標
と
い
え
る
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
へ
の
道

中讃テレビ「食育工房」
　今月の出演者は、まんのう町食生活
改善推進協議会の山下好江さん＝写真
右。

　テレビで紹介された料理レシピ（全
品）は、町ホームページや、健康増進
課、各支所の窓口で手に入ります。

絶賛放映中 
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ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
へ
の
道 

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
へ
の
道 

食改の 
食育だより 
食改の 
食育だより 
食改の 
食育だより 

運動 
水 

主食 

副菜 

主菜 
果
物 

牛
乳
・ 

乳
製
品 

おやつ 

ご飯200g

フルーツラッシーの 
牛乳、ヨーグルト 

アスパラガス 
のサラダの野菜 澄まし汁 

チーズ焼き 
の豆腐 

アスパラガス 
のサラダのゆで卵 

フルーツラッシーの 
果物 

温めておいた 
オーブントースターで 
3～4分焼く。 

豆
腐
の
表
面
に 

塗
る
。 

豆腐をペーパータオルで挟み、 
まな板で重しをして、十分に 
水気を切る。 

とろけるチーズと 
小口切りした細ねぎ 
をちらす。 

アルミホイルで皿を作っておく。 

塩、こしょう 
をした豆腐 

　マヨネーズ ｛ 　レモン汁 

豆腐を 
8等分する。 

ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル 

豆腐のチーズ焼き 豆腐のチーズ焼き 

●エネルギー 153kcal ●タンパク質 8.0ｇ ●脂質 11.7ｇ ●食物繊維 0.4ｇ ●食塩 1.4ｇ 
ご飯、豆腐のチーズ焼き、アスパラガスのサラダ、 

澄まし汁、フルーツラッシー 

ビタミンやミネラルを多く含む旬の野菜をとって、 
脳の働きを良くする朝食にしましょう。 

※メニューをコマにあてはめると 

作り方 

●ソフト豆腐 1丁　●とろけるチーズ 40g　●細ねぎ 小2本　 

●マヨネーズ 大さじ2　●レモン汁 小さじ1/2　●塩 少々　●こしょう 少々 

600kcal台の栄養バランスメニュー 

食べた物を食事バランスガイドのコマにあてはめてみましょう。 

材料（4人分） 

貯
筋
講
座
� 

筋
肉
を
つ
け
て
、
基
礎
代
謝
を
高
め
よ
う 

講
師
／
四
国
学
院
大
学
社
会
学
部
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科 

　
　
　
片
山
昭
彦
　
准
教
授 

1 2

3

　

人
間
が
生
活
す
る
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、

大
き
く
①
基
礎
代
謝
②
生
活
活
動
代
謝
（
身

体
を
動
か
す
の
に
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
）
③

食
事
誘
導
性
熱
代
謝̶

の
３
つ
に
分
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
「
基
礎
代
謝
」
は
、
心
臓
の
鼓

動
や
呼
吸
な
ど
、
生
命
活
動
を
維
持
す
る
た

め
に
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
、
生
活
活
動
や

運
動
な
ど
を
し
な
く
て
も
消
費
さ
れ
る
も
の

で
す
。
通
常
、
１
日
に
消
費
さ
れ
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
う
ち
、
ほ
ぼ
70
％
程
度
を
基
礎
代
謝

が
占
め
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

個
人
の
基
礎
代
謝
を
概
算
す
る
場
合
、
一

般
的
に
年
齢
、
性
別
、
体
重
な
ど
を
用
い
ま
す
。

こ
こ
で
の
体
重
と
は
、
体
脂
肪
を
含
ん
だ
も

の
で
す
が
、
実
際
の
基
礎
代
謝
は
、
体
重
の

中
で
も
筋
肉
量
と
関
係
が
深
い
の
で
す
。
正

確
な
表
現
で
は
な
い
の
で
す
が
、
筋
肉
量
と

基
礎
代
謝
は
、
ほ
ぼ
比
例
す
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
つ
ま
り
、
筋
肉
量
の
増
加
が
、
基

礎
代
謝
量
の
増
加
に
つ
な
が
り
ま
す
。
筋
肉

を
増
や
す
こ
と
は
、
基
礎
代
謝
を
高
め
、
い

わ
ゆ
る
「
太
り
に
く
い
体
質
」
を
手
に
入
れ

る
と
い
う
重
要
な
意
味
合
い
を
持
つ
の
で
す
。

今
月
の
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　

ふ
く
ら
は
ぎ
の
こ
と
を
、「
第
２
の
心
臓
」

と
呼
ぶ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
ふ
く

ら
は
ぎ
な
ど
の
足
の
筋
肉
が
収
縮
し
て
血
管

を
圧
迫
す
る
よ
う
に
働
き
、
足
腰
に
滞
り
や

す
い
血
液
を
重
力
に
逆
ら
っ
て
、
ポ
ン
プ
の

よ
う
に
心
臓
へ
送
り
返
す
働
き
が
あ
る
か
ら

で
す
。
ふ
く
ら
は
ぎ
の
筋
肉
が
よ
く
動
く
と
、

全
身
の
血
行
が
よ
く
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

次
に
ご
紹
介
す
る
運
動
は
、
全
身
の
血
行

を
よ
く
し
た
い
と
き
に
役
立
つ
も
の
で
す
。

こ
の
運
動
を
す
る
の
に
道
具
は
何
一
つ
い
り

ま
せ
ん
。
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
な
ど
、
気
軽

に
取
り
組
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

① 

壁
な
ど
に
手
を
軽
く
そ
え
て
立
ち
、
バ
ラ

ン
ス
を
取
り
ま
す
。

② 

ひ
ざ
や
腰
が
曲
が
ら
な
い
よ
う
に
、
母
指

球
（
足
裏
の
親
指
の
付
け
根
の
ふ
く
ら
ん

だ
部
分
）
に
体
重
を
徐
々
に
乗
せ
な
が
ら

か
か
と
を
十
分
に
押
し
上
げ
ま
す
。

③ 

押
し
上
げ
た
状
態
で
２
〜
３
秒
維
持
し
、

か
か
と
を
ゆ
っ
く
り
と
下
ろ
し
ま
す
。

④ 

右
記
の
一
連
の
動
作
を
15
〜
30
回
×
２
、３

セ
ッ
ト
（
目
安
）
行
い
ま
す
。

貯
筋
講
座
・
食
育
だ
よ
り
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多文化共生への扉 多文化共生への扉 多文化共生への扉 
住
み
や
す
い
環
境
に
す
る
に
は
、そ
の
地
域
に
住
む
人
の
「
声
」
が
必
要 

38

「
犬
の
馬
場
橋
」
の
由
来
 

す
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ん
き
ょ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
い
き
　
　
　
す
　
　
ひ
と
　
　
　
こ
え
　
　
　
ひ
つ
よ
う 

　

昔
か
ら
琴
南
地
区
は
、
讃
岐
で
も
っ
と
も

山
村
で
あ
り
な
が
ら
、
阿
讃
県
境
の
村
と
し
て

阿
波
と
讃
岐
を
結
ぶ
交
通
・
交
易
の
要
衝
で
あ

り
、
金
比
羅
街
道
と
し
て
賑
わ
っ

て
き
た
。
加
え
て
琴
南
の
地
は
、

明
治
以
前
か
ら
の
借
耕
牛
の
集

散
地
と
し
て
も
、
中
讃
地
区
の
農

家
の
人
々
に
知
ら
れ
た
地
域
で

あ
っ
た
。

　

国
道
四
三
八
号
線
の
皆
野
と

渕
野
の
間
に
、
土
器
川
に
架
か
る

「
犬
の
馬
場
橋
」
と
い
う
橋
が
あ

る
。
こ
の
辺
り
は
谷
が
深
く
、
両

側
に
山
が
迫
っ
て
い
て
迂う

回か
い

も
で
き
ず
、
橋

を
架
け
る
の
も
簡
単
で
は
な
か
っ
た
た
め
、
昔

は
丸
太
橋
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
昔
、
甲
瀬
（
恒
瀬
）
左
衛
門
と
い
う

阿
波
の
猟
師
が
、
造
田
村
で
一
命
を
落
と
し

た
。
連
れ
て
い
た
猟
犬
の
一
匹
が
、
主
人
の

死
を
家
族
に
知
ら
せ
る
た
め
に
大
急
ぎ
で
阿

波
に
帰
ろ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
あ
い
に
く
の

大
雨
で
丸
太
橋
が
流
さ
れ
て
い
て
渡
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
。
犬
は
、
渡
れ
る
と
こ
ろ
を

探
し
て
辺
り
を
必
死
で
走
り
回
っ
た
と
い
う
。

そ
れ
か
ら
人
々
は
こ
の
場
所
を
「
犬
の
馬
場
」

と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
あ
る
。

　

今
か
ら
一
七
〇
年
ほ
ど
前
、
了
念
と
い
う

僧
が
人
々
の
困
窮
を
見
て
、
頑
丈
な
ア
ー
チ

式
の
石
橋
を
架
け
る
事
を
発
願
し
、
多
く
の

村
人
た
ち
の
協
力
を
得
て
工
事
に
着
手
す
る
。

と
こ
ろ
が
、
完
成
ま
で
後
わ
ず
か
と
い
う
時

に
な
っ
て
大
雨
が
降
り
、
す
べ
て
流
さ
れ
て

し
ま
っ
た
。
そ
の
後
も
こ
の
橋
で
の
先
人
の

苦
労
は
続
き
、
石
積
み
の
基
礎
に

立
派
な
木
造
橋
が
架
け
ら
れ
た

の
は
大
正
元
年
の
こ
と
で
あ
る
。

　

時
は
流
れ
、
昭
和
二
八
年
三
月

に
は
、
犬
の
馬
場
橋
も
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
製
に
生
ま
れ
変
わ
っ

た
。
さ
ら
に
、
昭
和
五
十
二
年

に
は
道
幅
を
広
げ
る
た
め
に
も

う
一
本
新
し
い
橋
が
架
け
ら
れ
、

現
在
の
片
側
一
車
線
の
立
派
な

橋
＝
写
真
＝
が
完
成
し
た
。

　

今
で
は
、
こ
の
街
道
も
国
道
四
三
八
号
線
と

し
て
整
備
さ
れ
、
徳
島
と
香
川
は
も
と
よ
り
、

美
馬
イ
ン
タ
ー
か
ら
愛
媛
、
高
知
さ
ら
に
は

京
阪
神
へ
と
、
ア
ク
セ
ス
は
飛
躍
的
に
便
利

に
な
っ
た
。

　

悲
運
の
僧
了
念
の
碑
は
、
今
も
犬
の
馬
場

橋
の
北
詰
め
に
ひ
っ
そ
り
と
た
た
ず
ん
で
、
私

た
ち
の
町
の
発
展
を
静
か
に
見
守
っ
て
く
れ

て
い
る
。　
　
　
（
文
責　

中
通　

滝
口　

一
）

　

わ
た
し
は
、
韓か
ん

国こ
く

生う

ま
れ
の
カ
ナ
ダ

人じ
ん

で
す
。
カ
ナ
ダ
の
バ
ン
ク
ー
バ
ー
か

ら
日に
っ

本ぽ
ん

に
来き

ま
し
た
。バ
ン
ク
ー
バ
ー
は
、

世せ

界か
い

一い
ち

住す

み
や
す
い
都と

市し

ラ
ン
キ
ン
グ

で
何な
ん

度ど

も
一い
ち

位い

に
選え
ら

ば
れ
た
都
市
で
す
。

　

最さ
い

近き
ん

、
多た

文ぶ
ん

化か

共
き
ょ
う

生せ
い

と
い
う
言こ
と

葉ば

を

よ
く
聞き

き
ま
す
が
、
カ
ナ
ダ
で
は
、
ま

さ
に
そ
れ
が
文ぶ
ん

化か

の
特と
く

徴ち
ょ
うと
な
っ
て
い

ま
す
。

　

も
と
も
と
先せ
ん

住
じ
ゅ
う

民み
ん

が
住す

ん
で
い
た

カ
ナ
ダ
に
、
17
世せ
い

紀き

か
ら
フ
ラ
ン
ス
人

と
イ
ギ
リ
ス
人
が
移い

住じ
ゅ
うし
て
き
ま
し
た
。

現げ
ん

在ざ
い

も
公こ
う

用よ
う

語ご

は
、
英え
い

語ご

と
フ
ラ
ン
ス

語
の
２
言げ
ん

語ご

で
す
。
そ
の
後ご

、
世せ

界か
い

各か
く

地ち

の
民み
ん

族ぞ
く

が
カ
ナ
ダ
に
移
住
し
始は
じ

め
、

現
在
の
よ
う
な
移い

民み
ん

者し
ゃ

社し
ゃ

会か
い

に
な
り
ま

し
た
。「
カ
ナ
ダ
」
と
い
う
国こ
く

名め
い

は
、
先

住
民
の
言
語
で「
村む
ら

」と
い
う
意い

味み

で
す
。

そ
し
て
カ
ナ
ダ
は
、
多た

文ぶ
ん

化か

政せ
い

策さ
く

を
世

界
で
初は
じ

め
て
正せ
い

式し
き

に
導ど
う

入に
ゅ
うし
た
国く
に

で
す
。

　

多
文
化
政
策
と
い
う
と
難
む
ず
か

し
い
で
す

が
、
例た
と

え
ば
パ
ズ
ル
の
１
ピ
ー
ス
１
ピ
ー

ス
が
集あ
つ

ま
っ
て
大お
お

き
な
絵え

を
完か
ん

成せ
い

さ
せ
る

よ
う
に
、
た
く
さ
ん
の
文
化
が
集
ま
っ
て

唯ゆ
い

一い
つ

無む

二に

の
素す

晴ば

ら
し
い
一ひ
と

つ
の
国
が

完か
ん

成せ
い

す
る
よ
う
な
も
の
で
す
。
そ
し
て
い

ろ
い
ろ
な
民
族
が
住
ん
で
い
る
国
は
、「
る

つ
ぼ
」
や
「
サ
ラ
ダ
」
に
例
え
ら
れ
た
り

す
る
の
で
す
が
、
ご
存ぞ
ん

じ
で
す
か
。

　
「
る
つ
ぼ
」
は
、
い
ろ
い
ろ
な
材ざ
い

料り
ょ
うを

混ま

ぜ
て
新
あ
た
ら
し
い
味あ
じ

を
作つ
く

る
よ
う
な
も
の

で
、「
サ
ラ
ダ
」
は
そ
れ
ぞ
れ
の
味
を
失
う
し
な

わ
ず
材
料
を
生い

か
す
と
こ
ろ
が
違ち
が

い
ま

す
が
、
カ
ナ
ダ
は
「
サ
ラ
ダ
」
に
近ち
か

い

で
す
。
日
本
の
多
文
化
共
生
は
ど
ち
ら

で
し
ょ
う
か
。

　

カ
ナ
ダ
が
、
外が
い

国こ
く

か
ら
来
た
人ひ
と

に
と
っ

て
住
み
や
す
い
の
は
、
病
び
ょ
う

院い
ん

や
役や
く

所し
ょ

な

ど
に
多た

言げ
ん

語ご

サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
か
ら
で

す
。
救
き
ゅ
う

急
き
ゅ
う

車し
ゃ

な
ど
の
対た

い

応お
う

さ
え
多
言
語

で
円え
ん

滑か
つ

に
行
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が

で
き
る
の
も
、
通つ
う

訳や
く

だ
け
で
な
く
、
２

言
語
以い

上じ
ょ
うを
話は
な

せ
る
人
を
職
し
ょ
く

員い
ん

と
し
て

積せ
っ

極
き
ょ
く

的て
き

に
採さ
い

用よ
う

し
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

し
か
し
本ほ
ん

当と
う

に
何な
に

が
必ひ
つ

要よ
う

か
は
、
住

ん
で
い
る
人
に
よ
っ
て
も
、
そ
の
人
の

出し
ゅ
っ
し
ん
ち

身
地
に
よ
っ
て
も
違
う
と
思お
も

い
ま
す

の
で
、
住
み
や
す
い
環
境
を
つ
く
る
に

は
、
人
任ま
か

せ
で
な
く
、
こ
う
し
て
ほ
し

い
と
行
ぎ
ょ
う

政せ
い

に
対た
い

し
て
声こ
え

を
上あ

げ
る
こ
と

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

わ
た
し
は
今い
ま

高た
か

松ま
つ

で
国こ
く

際さ
い

交こ
う

流り
ゅ
うの
仕し

事ご
と

を
し
て
い
る
関か
ん

係け
い

で
、
香か

川が
わ

県け
ん

に
住

ん
で
い
る
外
国
の
方か
た

の
相そ
う

談だ
ん

を
聞き

い
た

り
も
し
て
い
ま
す
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
経け
い

験け
ん

を
持も

っ
た
、
外
国
か
ら
来
た
方
こ
そ
、

そ
れ
を
生
か
し
て
活か
つ

躍や
く

し
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

（
財ざ
い

団だ
ん

法ほ
う

人じ
ん

香か

川が
わ

県け
ん

国こ
く
さ
い
こ
う
り
ゅ
う
き
ょ
う
か
い

際
交
流
協
会

　
　
　
　

国
際
交
流
員い
ん　

ユ
リ
・
リ
ー
）

ふ
る
さ
と
探
訪
・
多
文
化
共
生
へ
の
扉
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多文化共生への扉 多文化共生への扉 

27
シ
リ
ー
ズ
 

「
香
川
人
権
ゆ
か
り
の
地
巡
り
（13）
」
 

高
松
市
中
央
公
民
館（
高
松
市
）

解
放
同
盟
香
川
県
連
結
成
大
会

　

高
松
市
内
の
繁
華
街
ラ
イ
オ
ン
通
り
と

国
道
11
号
線
が
交
差
す
る
と
こ
ろ
に
「
高

松
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
」
が
建
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
場
所
に
は
、
か
つ
て
高
松
市
公

民
館
が
建
っ
て
い
ま
し
た
。

　

１
９
５
７
年
夏
、
こ
こ
で
部
落
解
放
同

盟
香
川
県
連
合
会
の
結
成
大
会
が
開
か
れ

ま
し
た
。
県
内
47
部
落
か
ら
70
人
の
代
表

が
集
ま
り
、
結
婚
差
別
や
就
職
差
別
、
消

防
団
で
の
差
別
、
公
営
住
宅
に
入
居
で
き

な
い
問
題
な
ど
を
訴
え
ま
し
た
。
大
会
宣

言
は
、「
憲
法
が
保
障
す
る
基
本
的
人
権
を

地
区
住
民
に
も
保
障
せ
よ
」
と
述
べ
、
戦

後
香
川
の
部
落
解
放
運
動
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

　

建
物
は
、
木
造
二
階
建
て
で
野
田
産
業

本
社
事
務
所
で
し
た
が
、
同
社
が
坂
出
へ

移
転
す
る
と
き
高
松
市
に
貸
与
さ
れ
ま
し

た
。

【
交
通
】

こ
と
で
ん
「
瓦
町
駅
」
か
ら
徒
歩
15
分

（
香
川
人
権
研
究
所
）

差
別
を
な
く
そ
う

　

私
の
家
か
ら
三
十
メ
ー
ト
ル
く
ら
い

離
れ
た
所
で
中
国
出
身
の
人
が
住
ん
で

い
ま
す
。
そ
の
人
は
、
私
の
家
の
隣
に

働
き
に
来
て
い
る
の
で
す
。
私
が
「
今

日
は
」
と
あ
い
さ
つ
を
す
る
と
、
そ
の

人
も
「
コ
ン
ニ
チ
ハ
」
と
あ
い
さ
つ
を

返
し
て
く
れ
ま
す
。
で
も
、
そ
の
あ
い

さ
つ
は
、
少
し
中
国
風
な
の
で
す
。
私

は
、
そ
れ
を
時
々
「
変
だ
な
あ
」
と
感

じ
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
よ
く
考
え
る

と
、
ま
だ
日
本
に
来
て
間
も
な
い
の
に

話
し
方
が
日
本
人
と
違
う
の
は
当
た
り

前
の
こ
と
で
す
。
私
が
そ
の
人
の
し
ゃ

べ
り
方
や
話
し
方
の
事
を
お
か
し
い
と

思
う
こ
と
、
そ
れ
が
差
別
の
始
ま
り
な

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
考
え
る
と

「
変
だ
な
あ
」
と
思
っ
た
こ
と
を
と
て

も
後
悔
し
ま
し
た
。

　

こ
の
人
の
よ
う
に
中
国
か
ら
働
き
に

来
て
い
る
人
た
ち
は
、
三
〜
四
年
で
中

国
に
帰
り
ま
す
。
前
に
そ
こ
で
働
い
て

い
た
人
た
ち
に
「
オ
ー
さ
ん
」
と
い
う

人
が
い
ま
し
た
。
オ
ー
さ
ん
は
、
昨
年

中
国
に
帰
り
ま
し
た
。
私
が
オ
ー
さ
ん

に
「
中
国
に
帰
り
た
い
？
」
と
聞
く
と

「
カ
エ
リ
タ
イ
ヨ
。
オ
ト
ウ
サ
ン
オ
カ

ア
サ
ン
ニ
ア
イ
タ
イ
」
と
言
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
そ
れ
を
聞
い
た
と
き
に
私
が

感
じ
た
こ
と
は
、
親
を
大
事
に
思
う
気

持
ち
は
日
本
人
で
も
中
国
人
で
も
、
ま

た
子
ど
も
で
も
大
人
で
も
同
じ
な
ん
だ

な
あ
と
い
う
こ
と
で
す
。オ
ー
さ
ん
は
、

昨
年
や
っ
と
中
国
に
帰
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
に
会

え
た
ん
だ
な
あ
と
思
う
と
、
私
は
う
れ

し
く
な
り
ま
し
た
。今
来
て
い
る
人
も
、

後
二
年
で
家
族
に
会
え
る
と
頑
張
っ
て

い
ま
す
。

　

私
は
、
国
籍
や
年
齢
の
違
い
は
あ
っ

て
も
人
間
は
皆
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
。

話
し
方
の
違
い
や
見
か
け
の
違
い
で
、

人
へ
の
接
し
方
が
変
わ
る
の
は
決
し
て

し
て
は
い
け
な
い
こ
と
で
す
。
も
し
、

私
が
中
国
へ
行
っ
て
「
し
ゃ
べ
り
方
が

お
か
し
い
」
と
言
わ
れ
て
差
別
さ
れ
た

ら
と
て
も
つ
ら
い
と
思
い
ま
す
。で
も
、

も
し
温
か
く
話
し
か
け
て
く
れ
た
ら
と

て
も
う
れ
し
い
で
し
ょ
う
。
自
分
に
さ

れ
て
嫌
な
こ
と
は
決
し
て
人
に
は
し
な

い
、
自
分
が
さ
れ
て
う
れ
し
い
こ
と
を

他
の
人
に
し
て
あ
げ
る
。
こ
れ
が
差
別

を
な
く
す
事
へ
の
第
一
歩
だ
と
私
は
思

い
ま
す
。

頭
と
体
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！
生
き
生
き
体
操
＆
脳
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

日
時
／
5
月
13
日
（
水
）
午
前
10
時
30
分
〜

場
所
／
長
尾
会
館

参
加
費
／
一
人　

３
０
０
円

町
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方
な
ら
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

参
加
ご
希
望
の
方
は
、
長
尾
会
館
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

薀
（
７
９
）
２
０
２
１

人
権
コ
ラ
ム
・
会
館
ジ
ャ
ー
ナ
ル
・
人
権
作
文
コ
ー
ナ
ー

琴南中学校
2年
山下 未来

当時の高松市公民館
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◆日時／ 5月26日（火）午後1時～午
後4時◆会場／サンメッセ香川、大
展示場◆その他／予約不要。県内企
業約170社が参加予定。
【問い合わせ先】
香川県商工労働部労働政策課
　薀087（832）3368

◆歯の衛生週間記念行事
　健康な歯は一生の宝物。そして、
口の健康は体の健康につながりま
す。毎日、歯磨きをするだけでなく、
口の中を確認していますか。
　この機会にぜひ、口の中を確認し
てみてはいかがでしょうか。お気軽
にご参加ください。
◆日時／ 6月7日（日）午前9時～正午
※受付は午前11時30分まで◆会場
／琴平小学校体育館◆対象／乳幼児
から高齢者まで◆内容／歯の相談全
般、CCDカメラ、ブラッシング指導、
フッ素塗布、フッ素洗口体験、クイ
ズ（景品あり）※すべて無料◆主催／
仲多度郡歯科医師会

◆身体障害者協会・会員
　私たち身体障害者協会は、障害
のある人々の代弁者として誰もが安
心して生きていける未来の創造を目
指し、さまざまな提言を行うことに
よってその実現を図ります。そのた
めには、「組織の充実強化」と「会員
の拡大」が重要です。
　一人でも多くの方々に本会の目的
をご理解いただき、身体障害者手帳
所持者全員が手を取り合って一致団
結し、障害者の意思を集約して、障
害者福祉の向上と発展に向けて全力
投球しませんか。
　身体に障害を持つ私たちが親睦
を深め合い、助け合い、私たちの生

活条件や環境を良くしていきたいと
いう会の趣旨にご賛同の上、加入し
ていただける方はぜひご連絡くださ
い。お待ちしています。
【問い合わせ先】
（満濃地区の方）
　身障協会満濃分会長　山内　正則
　　薀0877（75）1411
　まんのう町福祉保険課
　　薀0877（73）0124
（仲南地区の方）
　身障協会仲南分会長　白川　義則
　　薀0877（75）5888
　まんのう町仲南支所
　　薀0877（77）2111
（琴南地区の方）
　身障協会琴南分会長　嵯峨原　顯
　　薀0877（84）2628
　まんのう町琴南支所
　　薀0877（85）2111

※ご家族やご遺族の了解を得て掲載しています。

情
報
ひ
ろ
ば

リニューアルされた琴平警察署造田駐在所で業務開始 
　改築工事中であった造田駐在所（平成20年9月
改築工事着工、平成21年3月竣工）の開所式＝写
真＝が4月8日、行われました。 
　町役場琴南支所内にあった仮事務所を撤収し、新
しくなった駐在所で業務を開始しています。勤務員
は、引き続き警部補の小原光由さんが従事します。 
■駐在所への連絡→�（85）2011 
■事件・事故の緊急通報→110番 
■警察安全相談 
（緊急の事件・事故以外の相談）→＃9110 決意表明をする小原光由さん＝写真右 踊りと歌を披露する琴南保育所の園児ら 

 氏　名 生年月日 保護者名 地区

  2.26 哲生 東高篠

  2.28 直樹 七箇

  3. 1 道広 長尾

  3.10 賢樹 帆山

  3.11 誠志 勝浦

  3.18 優也 岸上

  3.19 正浩 西高篠

  3.21 敬一 東高篠

  3.21 篤以 中通

  3.24 利博 吉野下

  3.26 仁彦 新目

  3.28 照行 羽間

3月届け出分

3月届け出分

募　　集

 死亡者名 死亡年月日 年齢 地区

  2.28 99 岸上

  3. 2 76 長尾

  3. 2 72 東高篠

  3. 2 73 四條

  3. 3 71 後山

  3. 3 98 七箇

  3. 5 79 七箇

  3. 8 78 西高篠

  3. 9 76 炭所東

  3.11 94 吉野

  3.13 62 真野

  3.14 92 宮田

  3.15 55 勝浦

  3.16 97 四條

  3.16 74 七箇

  3.17 80 炭所西

  3.17 79 四條

  3.19 70 長尾

  3.20 86 造田

  3.22 97 吉野

  3.25 89 帆山

  3.26 85 公文

  3.28 88 造田

  3.28 64 東高篠
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受付期間：5/1（金）～6/1（月）
◆利用対象者／まんのう町に住所を
有する次に掲げる方と世帯です。た
だし、入院や入所されている方は対
象外です。
① おおむね70歳以上のひとり暮らし
の方
② 70歳以上の高齢者のみの世帯とこ
れに準ずる世帯
③ 重度身体障害者の方（１、２級該当
で寝たきりの方）
④ 心身の障害などの理由により寝具
類の衛生管理が困難な方
◆対象製品／掛け布団、敷き布団、
毛布、枕、マットレス（対象は３点、
同種の物が複数でも可。）※「めん綿、
羊毛、羽毛、合繊わた」のいずれも
洗濯できますが、「真わた」製品は洗
濯できませんので、ご了承ください。
◆利用料金／ 1回につき300円※ご
利用時にお支払いください。◆利
用方法／洗濯サービスをご希望の方
は、申請書（健康増進課地域包括支
援センター室、仲南支所、琴南支所、
美合出張所の各窓口にあります。）に
必要事項をご記入の上、各地区担当
の民生委員の意見も添えて受付窓口
にご提出ください。6月中に業者が
寝具類を回収し、洗濯後、ご自宅へ
配達します。◆受付場所／健康増進
課地域包括支援センター室、仲南支
所、琴南支所、美合出張所
【問い合わせ先】
まんのう町健康増進課
地域包括支援センター室
　薀0877（73）0125

◆栽培目標面積／（ひまわり）おお
むね8ha、（そば）おおむね1.5ha ◆
対象／肥培管理された農地◆栽培補
助金／（ひまわり）①おおむね5ha の
連反団地の場合、10ａ当たり5万円
※集落単位で申請のこと。②15ａ以
上の団地の場合、10ａ当たり1万円
※個人で申請のこと。（そば）10ａ以
上の農地の場合、10ａ当たり2万円
※個人で申請のこと。◆ひまわりの
種子および種まき時期／種子はホク
レン限定で、10ａ当たり400ｇを支
給※原則、5月の連休中に種をまく
こと。
【申し込み先／問い合わせ先】
まんのう町産業経済課
　薀0877（73）0105

運動期間：5月1日～31日

【問い合わせ先】
日本赤十字社香川県支部
まんのう町分区
　薀0877（73）3313

　先の大戦において、外地など（事
変地の区域または戦地の区域）に派
遣され、戦時衛生勤務に従事された
旧日本赤十字社救護看護婦と旧陸海
軍従軍看護婦の方（慰労給付金受給
者を除きます。）に対して、そのご労
苦に報いるため内閣総理大臣名の書
状を贈呈しています。
　請求期限が2年間延長され、平成
23年3月31日までとなりました。
　ご本人またはご家族などからのご

連絡をお待ちしています。
【問い合わせ先】
総務省大臣官房総務課管理室
業務担当
　薀03（5253）5182
　FAX 03（5253）5190

◆町民英会話教室（無料）
◆開講日／ 5月13日、20日、6月3日、
10日、17日、24日◆時間／午後8時
～午後9時◆会場／満濃農村環境改
善センター◆講師／リチャード・
タルボット◆申し込み方法／電話、
ファクシミリ、電子メールのいずれ
かで。受講希望者の名前と電話番号
をお知らせください。
【申し込み先／問い合わせ先】
まんのう町教育委員会社会教育課
　薀0877（73）0108
　FAX 0877（73）0113
　E-mail:r-talbot@town.manno.lg.jp

◆憲法週間記念無料法律相談
◆開催日／ 5月7日（木）◆会場・受
付時間／①高松家庭・簡易裁判所庁
舎1階（高松市丸の内2‐27）、午前9
時30分～午後3時30分②高松地方裁
判所丸亀支部（丸亀市大手町3‐4‐1）、
午前10時～午後3時※必ず受付時間
内に受付を済ませてください。◆相
談方法／ 30分程度の面談による相
談◆その他／予約不要、受付順
【問い合わせ先】
香川県弁護士会事務局
　薀087（822）3693

◆  かがわーくフェア（就職ガ
イダンス・就職面接会）

◆対象者／中途採用希望者および平
成22年3月の大学・短大・高専・専
修学校などの卒業予定者（既卒者を
含みます。）
【就職ガイダンス／中途採用希望者
向け・新規大学等卒業予定者向け】
◆日時／ 5月26日（火）午前11時～正
午◆会場／サンメッセ香川（高松市
林町2217‐1）大会議室◆申し込み先
／県内各ハローワーク受付窓口また
は香川県人材Ｕターンセンター（薀
087・832・3900）◆その他／予約制で、
定員（各100人）になり次第締め切り
ます。空きがある場合、当日参加可
能です。
【就職面接会】

情
報
ひ
ろ
ば

寝具類の洗濯サービ
スをご利用ください

催　し　物

ひまわりとそばの栽培
農家を募集しています

赤十字活動資金に
ご協力ください

内閣総理大臣名の
書状を贈呈します
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笑
う
こ
と
と
、「
あ
り
が
と
う
」と
言
う
こ
と
が
明
る
く
楽
し
く
生
き
る
コ
ツ

脳の活性化法として「一人じゃんけん」を紹介する樫原禅澄さん

　青少年育成特別記念講演会（まんのう町青少年
育成会議が主催）が2月28日、町民文化ホール
で開催されました。
　講師に総本山善通寺法主である樫原禅澄さん
を招いて、「明るく楽しい人生を創る法」と題し
た講演が行われました。
　講演では、「小さな子のときから、いい音楽や
いい話を聞かせることが大切」「物事にこだわら
ないことが長生きの秘訣」「健康な体のときには
じめて正しい考えができる」など子育てや生き方
の指針となるような話があり、手軽にできる脳の
活性化法の紹介もありました。

800本植栽記念樹の土入れを行う和泉幸男理事長＝写真左＝ら

　第4回さぬき夢桜の会植樹式（特定非営利活動
法人さぬき夢桜の会が主催）が3月1日、香川県満
濃池森林公園内の「スポーツの森」などで行われ
ました。
　植樹式では、同会への募金呼び掛け人の一人で、
野球漫画『ダイヤのＡ（エース）』の作者でもある
寺嶋裕二さんが描いた原画が紹介されたり、志半
ばで逝った、同会の初代理事長の故和泉悦子さん
をしのぶ歌『夢桜』が披露されたりなどしました。
　今回の植樹には、仲南東・北幼稚園児や琴南・仲
南小学校の児童、琴南・満濃中学校の生徒など250
人が参加し、枝垂桜など12種333本の土入れを行
い、通算で853本が植樹されたことになります。

満
濃
池
を
日
本
一
の
桜
の
名
所
に

住
み
慣
れ
た
地
域
で「
普
通
」の
暮
ら
し
が
で
き
る
幸
せ
を
目
指
し
て

講演をする小坂田稔教授

　第3回まんのう健康・福祉まつり福祉大会の部
（まんのう町社会福祉協議会とほっと安心委員会
が主催）が3月14日、町民文化ホールで開催さ
れました。
　大会では、国の「新たな公」によるコミュニティ
創生支援モデル事業として選ばれた「命見守り
ほっと安心」の社会実験事業の実施状況説明や
「誰もがいきいきと暮らせる地域づくりをめざし
て」と題して美作大学の小坂田稔教授による記念
講演などが行われました。
　この大会に参加した町内の福祉関係者らは、さ
らなる地域福祉の充実を目指す決意を新たにし
ました。

グループに分かれて講演内容を振り返る参加者ら

　災害時サポーター育成研修会（香川県と財団法
人香川県国際交流協会が主催）が3月6日、かり
ん会館で行われました。
　この研修会は、大規模な災害の発生時に、外国
人住民が必要な情報や支援を得るのが困難であ
るという現状を受けて開催されたものです。
　講師に特定非営利活動法人多文化共生セン
ター大阪の田村太郎代表理事を招き、阪神淡路・
新潟中越地震での活動経験の話を参加者らは聞
きながら、災害時に外国人住民も安心して暮らせ
る地域づくりに必要なことなどについて、講師と
一緒に考えました。

普
段
の
準
備
と
関
係
者
の
共
通
認
識
が
必
要

青少年育成特別記念講演会 第4回さぬき夢桜の会植樹式

第3回まんのう健康・福祉まつり（福祉大会の部） 災害時サポーター育成研修会

ま
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ュ
ー
ス
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Event Schedule in May

平成21年 町内の110番・119番 

スポーツの結果　（敬称略） 

5月 
テレフォンサービス　　 
�（73）4400（日・祝日のみ） 

休日当番医 
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日 行　事　名 時　間 場　所

3（日）日 かりんの丘公園
開園記念イベント

9:00～16:00 かりんの丘公園

7（木）日
未楽来運動教室 10:00～11:00 満濃農改センター

心配ごと相談 13:00～16:00 満濃農改センター

11（月）日
栄養相談
（要予約／健康増進課
薀73-0126）

役場本庁

13（水）日
心配ごと相談 9:00～12:00 琴南総合センター

乳幼児健診 13:30～14:30 琴南農改センター

14（木）日

こころの健康相談
（要予約／健康増進課
薀73-0126）

琴南農改センター

身体・知的障害者相談 9:30～11:30 琴南農改センター

未楽来運動教室 10:00～11:00 吉野体育館

身体・知的障害者相談 13:30～16:30 仲南支所

15（金）日 行政相談 9:00～12:00 琴南農改センター

17（日）日
パパ・ママ（両親）学級
（要予約／健康増進課
薀73-0126）

四条公民館

20（水）日
行政相談 10:00～15:00 役場本庁

ポリオ 13:00～14:00 満濃農改センター

21（木）日

身体・知的障害者相談 9:00～12:00 役場本庁

未楽来運動教室 10:00～11:00 吉野体育館

行政相談 13:00～16:00 仲南支所

22（金）日
栄養教室（肝臓病の予防
と改善／要予約／健康
増進課薀73-0126）

仲南公民館

23（土）日
無料法律相談
（要予約／まんのう町
商工会薀73-3711）

まんのう町商工会館

27（水）日 乳幼児健診 13:30～14:30 満濃農改センター

28（木）日

こころの健康相談
（要予約／健康増進課
薀73-0126）

琴平ゆうあいの家

精神保健福祉相談 9:00～12:00 役場本庁

人権相談 10:00～15:00 仲南支所

未楽来運動教室 10:00～11:00 満濃農改センター

心配ごと相談 13:00～16:00 仲南支所

日 科 医療機関名 電話番号

3日 内科 岩佐病院 73－3535

4日
内科 小国医院 75－2317

外科 岩佐病院 73－3535

5日 内科 おおにし病院 75－5101

6日
内科 大浦内科消化器科医院 75－1600

外科 山本ヒフ泌尿器科医院 75－3112

10日 内科 森内科医院 73－4188

17日
内科 大山内科医院 79－3311

外科 川口医院 79－0711

24日 内科 ふかだクリニック 73－2211

31日
内科 いわさき循環器科内科クリニック 75－2700

外科 たかお整形外科医院 75－1127

※当番医は予告なく変更される場合があります。ご了承ください。

区　分 3月中 1月からの累計

交通事故

物損（件） 40（41） 98（ 99）

人身（件） 24（15） 48（ 42）

死亡（件） 0（ 0） 0（ 1）

救急出動
火災（件） 0（ 3） 1（ 5）

救急（件） 84（73） 227（246）

※（　　）内の数字は昨年同期の件数

日 大会名 場　所 結　　果

3
月
28
日（
土
）

まんのう町
グラウンドゴル
フ協会杯大会

長炭平山
グラウンド
参加 :61人

優　勝：旭　八重子（新目）

準優勝：高尾正明（吉野下）

第３位：大岡京子（吉野下）

5
月
の
行
事
予
定
・
休
日
当
番
医
・
町
内
の
110
番
119
番
・
ス
ポ
ー
ツ
の
結
果
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仲南小学校  5年  堀川 裕太 「テニス魂」 

仲南小学校  2年  近石 実優 「キリンがびっくり」 
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再生紙を使用しています。 
リサイクル可能な大豆油インクを 
使用しています。 

●この広報誌は、四国新聞販売株式会社に委託し、町内の全世帯に配布しています。 
　配布についてのお問い合わせは、まんのう町企画政策課  �（73）0106まで。 

※所属名と学年は、応募時のもの 
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ろ
で
エ
コ
が
で
き
る
こ
と
を

知
り
、「
こ
れ
か
ら
地
球
に
優
し
い
生
活

を
心
が
け
よ
う
。」と
思
う
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。 

　
そ
こ
で
、こ
の
気
持
ち
を
全
校
生
に
も

伝
え
る
た
め
、昨
年
度
一
年
間
、四
年
生
全

員
で『
満
濃
南
小
エ
コ
隊
』を
結
成
し
、温

暖
化
を
防
ぐ
取
り
組
み
を
行
い
ま
し
た
。 

　
ま
ず
は
、エ
コ
へ
の
協
力
の
呼
び
か
け
で

す
。エ
コ
レ
ン
ジ
ャ
ー
と
一
緒
に
呼
び
か
け
ま

し
た
。エ
コ
レ
ン
ジ
ャ
ー
と
は
、わ
た
し
た
ち

が
作
っ
た
エ
コ
隊
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
こ
と

で
す
。
水
の
無
駄
を
防
ぐ
『
し
ず
く
マ

ン
』、省
エ
ネ
を
心
が
け
る『
ビ
リ
ビ
リ
マ

ン
』、ゴ
ミ
の
分
別
を
進
め
る『
わ
け
わ
け

マ
ン
』、緑
を
守
る『
グ
リ
ー
ン
マ
ン
』の
四

人
が
い
ま
す
。わ
た
し
は
、「
小
さ
な
こ
と

で
も
い
い
か
ら
、エ
コ
に
取
り
組
ん
で
く
だ

さ
い
。」と
い
う
気
持
ち
を
も
っ
て
一
生
懸

命
思
い
を
伝
え
ま
し
た
。す
る
と
、呼
び
か

け
を
始
め
て
か
ら
数
日
後
、石
け
ん
で
手

を
洗
う
と
き
に
水
を
止
め
た
り
、プ
リ
ン

ト
の
裏
を
メ
モ
用
紙
に
使
っ
た
り
し
て
く

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。ほ
か
に
も
い

ろ
い
ろ
な
エ
コ
に
取
り
組
ん
で
く
れ
て
い

た
の
で
、わ
た
し
は「
一
生
懸
命
思
い
を
伝

え
て
良
か
っ
た
な
あ
。」と
思
い
ま
し
た
。 

　
ほ
か
に
も
エ
コ
レ
ン
ジ
ャ
ー
と
一
緒
に
運

動
会
の
時
に
ク
リ
ー
ン
活
動
を
し
た
り
、

学
習
発
表
会
で「
地
球
を
守
れ
！
エ
コ
レ

ン
ジ
ャ
ー
出
動
！
」と
い
う
題
の
劇
を
し
た

り
し
ま
し
た
。 

　
わ
た
し
は
一
年
間
の
活
動
を
通
し
て
、

「
小
さ
な
こ
と
で
も
、エ
コ
に
取
り
組
む
こ

と
が
大
切
だ
。」と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。た
っ
た
一つ
し
か
な
い
、か
け
が
え
の

な
い
地
球
で
す
。私
た
ち
一
人
一
人
に
で
き

る
こ
と
は
、ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。こ
れ
か
ら
も
小
さ
な
エ
コ
か
ら
大
き

な
エ
コ
へ
と
取
り
組
み
、少
し
で
も
温
暖

化
を
防
ぎ
た
い
と
思
い
ま
す
。 

満濃南小学校  5年 
宮 田  栞 里 

今月の 
リポーター 

『しずくマン』 『ビリビリマン』 

『わけわけマン』 『グリーンマン』 


